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は じ め に 

 

 本マニュアルは、府中市における「地震」、「火災」、「風水害」その他による大規模

災害（以下「災害」という。）の発生に備えて被害を未然に防止するため、又は災害が発

生した場合に被害を最小限にとどめるために、東京外国語大学における防災の組織、災害

時の対応を定めたものである。本学構成員においては、万一に備え本マニュアルの内容を

十分意識し日頃の活動に留意すること。 

 

Ⅰ. 日常の心得 

 建物・火気使用設備などが地震時に受ける倒壊等の被害を最小限にするため、担当者を

決めて定期的に点検を実施する。 

（１） 災害発生時の連絡体制、緊急連絡先を整備し各自携帯しておくこと。(別紙  

２、３参照) 

（２） ｢大規模地震対応マニュアル｣を学生に配布し、緊急連絡先を周知すること。 

（３） 建物等の非常口や避難経路、災害時の避難場所、ＡＥＤ・備蓄品配置場所等 

を確認しておくこと。（別紙５、６、参考資料１参照） 

（４） 書棚等転倒の恐れのあるものには転倒防止措置を講じておくこと。 

（５） 重い物、割れやすい物を書棚の上などに置かないこと。 

（６） コード配線等を整理し、必要のない電気器具のコンセントを抜いておくこと。 

（７） 廊下や階段、出入口に避難の妨げになるものを置かないこと。 

（８） 非常時の持ち出し品（安否確認名簿、救命用具、救助工具等）について、確認し 

ておくこと。 

（９） 消火器、屋内消火栓等設置場所を確認しておくこと。（参考資料１参照） 

（１０）災害等に係る対策本部（Ⅱ.1.に記載）が設置された場合の自分の役割を確認し 

ておくこと。 

（１１）非常参集時に携帯するもの（筆記用具、携帯電話や充電器、生活に必要となる 

もの等）を確認しておくこと。 

（１２）東京都防災アプリ等を活用するなど防災意識を高めておくこと。 

 

Ⅱ. 災害発生時の対応組織 

１．危機対策本部 

学長は、災害の対処のために必要と判断する場合は、国立大学法人東京外国語大学にお

ける危機管理に関する規程第１８条に基づき、危機対策本部（以下「対策本部」とい

う。）を設置する。 

（１）災害が発生した場合の設置基準 

  対策本部は、次の基準に基づき学長の判断で設置する。 

① 地震の場合は、気象庁が発表する震度を基準として、府中市において震度６弱以上

が観測された場合とする。 

② 震度５強以下の地震、風水害、火災等の場合は、災害の規模、被害の状況に応じて

学長が判断する。 
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（２）構成員 

① 本部長 ：学長 

② 副本部長：事務局長 

③ 本部員 ：理事、副学長、部局長、総合情報コラボレーションセンター長、保健 

     管理センター所長、総務企画部長、学務部長 

④ 事務  ：総務企画課 

（３）勤務時間外など学長不在時等の対応 

学長が不在でかつ連絡が取れない時は、別に定める国立大学法人東京外国語大学災

害発生時における職員非常参集要領（以下「非常参集要領」という。）（参考資料

２参照）に基づき、代行者がその業務を代行する。 

（４）役割 

別に定める東京外国語大学事業継続計画（ＢＣＰ）に基づき、大学の機能の維持 

・早期復旧のため、以下の対応を行う。 

① 被害に関する情報(被害状況、安否情報等)を収集し把握する。(別紙４参照) 

② 各対策班を編成・統括・指揮し必要な対策を講じる。 

③ 学生、教職員及びその他関係者に対し必要な情報を提供する。 

④ 関係機関との連絡調整、報道機関へ必要な情報を提供する。 

⑤ 地域住民の受け入れ等に必要な情報を提供する。 

⑥ その他 

（５）対策本部の設置場所 

  対策本部の設置場所は、本部管理棟２階中会議室とする。ただし、大地震等により建

物の安全性が確認できない場合は、屋外運動場に一時的な対策本部を設置する。また、

本部管理棟２階中会議室に対策本部の設置が困難な場合は、学長の判断により、アジア

・アフリカ言語文化研究所３階会議室等とする。 

 

２．対策班 

対策本部設置の連絡を受けた職員は、次のとおり対策班を組織し、各任務に当たるこ

ととする。なお班編制については、対策本部の指示の下、担当業務の状況に応じ弾力的に

構成員を変更できるものとする。また、指示役となる班長、副班長が不在の場合は、対策

本部の指示の下、適宜任務に当たることとする。 

（１）総務・広報班 

① 構成員 

班長       ：総務企画課長 

副班長･班員：総務企画課、広報・社会連携課、アラムナイ室、監査室の職員から 

構成する。 

② 担当業務 

a. 対策本部の運営 

b. 関係機関との連絡調整 

c. 職員の動員命令 

d. 各班との連絡調整 

e. 学内外の災害情報の収集・整理 
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f. 学生・教職員等からの問い合わせへの対応 

g. テレビ、ラジオ等による近隣の災害情報等（火災、交通機関等）の収集・整理 

h．報道機関への対応 

i. 地域住民受け入れへの対応 

j．その他 

（２）施設管理班 

① 構成員 

班長       ：施設企画課長 

副班長･班員：施設企画課の職員から構成する。 

② 担当業務 

a. 初期消火対応 

b. ライフライン（電気・水道・ガス）の状況確認、非常電源の確保 

c. 施設設備、地面等の被害状況確認 

d. 立ち入り禁止区域の措置 

e. 備蓄品の管理 

f. 対策本部に必要な設営準備 

g. 建物の応急危険度判定の実施 

h. その他 

（３）避難誘導班 

① 構成員 

班長       ：教務課長 

副班長･班員：研究協力課、学術情報課、国際化拠点室、教務課、研究院事務課の 

職員及び留学生課の一部職員から構成する。 

② 担当業務 

a. 避難・誘導方法等の検討・調整 

b. 避難場所への誘導 

c. その他 

（４）応急救護班 

① 構成員 

班長       ：人事労務課長 

副班長･班員：入試課、保健管理センターの職員及び人事労務課の一部の職員から 

構成する。また、必要に応じ国際化拠点室に協力(英語対応)を依頼 

する。 

② 担当業務 

a. 負傷者の救出、救援、救護 

b. 負傷者の病院への搬送手続き 

c. 疾病の予防、衛生管理 

d. その他 

（５）情報通信班 

① 構成員 

班長       ：情報企画室長 
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副班長･班員：情報企画室の職員から構成する。 

② 担当業務 

a. 情報通信網の被害状況確認 

b. 情報通信網の整備 

c. 対策本部の通信インフラ設営準備 

d. その他 

（６）安否確認班 

① 構成員 

班長       ：学生課長 

副班長･班員：学生課の職員及び人事労務課、留学生課の一部の職員から構成す 

る。また、必要に応じ国際化拠点室に協力(英語対応)を依頼する。 

② 担当業務 

a. 学生・教職員等の安否・被災情報の収集 

b. 避難場所に避難した人の把握 

c. 安否不明者への連絡 

d. 帰宅者の把握 

e. その他 

（７）機動対応班 

 ①構成員 

  班長       ：会計課長 

  副班長･班員：会計課の職員から構成する。 

 ②担当業務 

  a.対策本部からの指示による各対策班の応援 

  b.対策本部からの指示による教員や学生へのボランティア協力依頼 

   c.その他 

 

Ⅲ 災害時の対応 

１．地震発生時の対応 

（１）地震発生直後の対応 

①勤務時間中に強い揺れが発生した場合 

a.地震発生時は以下の行動をとり、身の安全を守ることを第一とし、揺れが収まり 

次第、慌てずに避難する。 

ｱ.揺れが収まるまで机の下に入るなど、身の安全を確保する。 

ｲ.出入口の近くにいる者はドアを開けて避難口を確保する。 

ｳ.什器の転倒、窓ガラスの飛散、照明器具等の落下物に注意する。 

ｴ.火気使用設備やヒーター等の発熱機器の近くにいる者は直ちに消す。 

ｵ.エレベーターに乗っている者は、最も近い階に止めて脱出する。 

b.地震に伴い火災が発生した場合は、Ⅲ.２．火災発生時の対応 に基づき行動す 

る。 

c.避難の際は以下の事項を遵守する。なお、地震時の避難場所は屋外運動場とする。 

ｱ.窓ガラス及び蛍光灯等の危険物から離れる。 
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ｲ.ドアを開けて出口を確保する。 

ｳ.落下物に注意する。 

ｴ.エレベーターを使用せず、階段を使用し避難する。 

ｵ.出火階及びその上階の者を優先し、忘れ物等のため再び戻ることのないよう 

にする。 

ｶ.誘導灯を目印に、安全な経路で屋外に避難する。屋外に出た後、速やかに避 

難場所へ避難する。避難の際には、落下物や通路の陥没等に注意しながら、建 

物から離れて行動する。 

ｷ.障害者や足腰が不自由な人がいる場合は、周りの人たちがサポートし一緒に 

    避難する。必要に応じて対策本部に応援を依頼する。 

d.授業・入学試験実施時、教授会等の各種会議開催時に強い揺れが発生した場合 

においては、教職員は学生や学外者等に対して、上記 a～c の対応をとるよう 

指示、誘導する。避難の際は、室内に取り残された人がいないかを確認し、避 

難場所へ移動する。 

e.避難後は、安否確認システム又は安否確認班に安否を報告する。その後、対策 

本部の指示の下、対策班を組織し各任務に当たる。対策本部に所属しない教員 

は、対策本部の指示に従い行動する。 

 

②休日等の勤務時間外又は出張時において地震が発生した場合、以下の対応をとる。 

a.府中市において、震度６弱以上の地震が発生した場合は、自らの安全を確保し、 

安否の報告をした後、非常参集要領に基づき緊急参集要員は自発的に参集する。参 

集に当たっては以下の点に注意する。 

ｱ.家族、家屋等の安全を確認した後、速やかに参集する。ただし、本人又は家族 

等が重大な被害を受けた場合においては、必要以上に無理をせず、参集可能とな 

った時点で参集する。 

ｲ.参集に当たっては、交通、道路事情の情報をよく確認し、状況に応じた手段で 

参集する。 

ｳ.参集途上において、途中の被災状況を可能な限り把握し、情報収集に努める。 

ｴ.参集のときは、筆記用具を携帯する。また、24 時間体制となることも考えられ 

るので、生活等に必要なものを持参の上参集する。 

ｵ.非常参集要領に定める緊急参集要員以外の教職員は、上記を踏まえ可能な限 

り各自参集する。 

ｶ.参集後は、参集者で対策本部、対策班を組織し、対策本部の指示に従い行動す 

る。 

 

③府中市において、震度５強以上の地震が発生した場合は、総務企画課において、 

「勤務時間外における緊急時の連絡先」等を用いて、速やかに情報の共有を図り、 

関係課室とも連携し教職員及び施設等の被害状況の把握に努める。また、危機対策 

本部員は、被害状況等を把握した場合は、総務企画課に連絡する。 
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（２）安否確認 

①学生の安否確認 

a.安否確認システム(ANPIC)から安否確認のための一斉メールが自動配信される。 

 ※安否確認メールは、関東地方(１都６県)において｢震度６弱｣以上の地震が発生 

した場合に自動配信される。 

b.安否確認班は安否確認システムから学生の安否状況を確認し、対策本部に報告す 

る。 

c.就業時間内の場合は、安否確認班は避難場所に避難した学生を学部･研究科毎に 

整列するよう指示する。(別紙５参照)安否確認班は教員等の協力を得て避難した 

学生の学籍番号と氏名を確認し、避難場所に待機する学生名簿を作成、対策本部 

に報告する。 

※学生名簿は学務部にて常備する。 

d.就業時間外の場合は、本部管理棟 1 階管理室警備員（以下「警備員」という。） 

は館内放送設備等により、避難場所に避難するよう指示する。安否確認班は到着 

次第、避難した学生の学籍番号と氏名を確認し、避難場所に待機する学生名簿を 

作成し、対策本部に報告する。 

e.安否確認班は安否確認システムに寄せられたコメントについて、対策本部へ報告 

する。対策本部は、コメントの内容に応じて、必要な措置を講じる。 

f.学務部に学生の被災情報が寄せられた場合は、学生の学籍番号と氏名を確認の 

上、対策本部に連絡する。 

g.安否確認班は、安否確認の回答がない学生に対して、安否確認システム、学務情報

システム、緊急連絡先、メール等により、安否確認を試みる。 

 

②教職員等の安否確認 

a.安否確認システムから安否確認のための一斉メールが自動配信される。 

b.安否確認班は安否確認システムから教職員の安否状況を確認し、対策本部に報 

告する。 

c.就業時間内の場合は、安否確認班は避難場所に避難した教職員を教員組織毎(別紙

５参照)に整列するよう指示する。安否確認班は避難した教職員等の氏名を確認

し、待機場所に避難する教職員名簿を作成、対策本部に報告する。 

※教職員名簿は人事労務課にて常備する。ただし、各研究室等で雇用する臨時職員

等は雇用する部署で必要に応じ用意する。 

d.就業時間外の場合は、警備員は館内放送設備等により、避難場所に避難するよ 

うに指示する。安否確認班は到着次第、避難場所に待機する教職員名簿を作成し、 

対策本部に報告する。 

  e.安否確認班は安否確認システムに寄せられたコメントについて、対策本部へ報 

告する。対策本部は、コメントの内容に応じて、必要な措置を講じる。 

   f.安否確認班は、安否確認の回答がない教職員に対して、安否確認システム、緊急 

連絡先、メール等により、安否確認を試みる。 
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（３）避難誘導 

避難誘導班は、班長の指示の下、担当場所に向かい避難誘導を行う。 

避難誘導に当たっては、以下の点に注意して行動する。 

 ①避難誘導場所への移動 

  a.避難誘導場所へ向かう際は、自身の安全を第一に考えて行動する。 

b.避難誘導場所に向かう際は、自身の居場所及び避難経路の安全を確認しながら 

向かう。 

c.建物に入る際は、建物の構造体に大きな損傷、倒壊の危険がないか、火災の 

発生はないか等、安全を確認した上で立ち入る。 

d.エレベーターは使用せず階段で移動する。 

e.安全のための装備を着用する。 

f.可能な限り班長又は副班長、対策本部との連絡手段を確保する。 

 

 ②避難の誘導 

a.負傷者や部屋に取り残された人がいないかを確認しながら避難誘導する。 

b.誘導灯を目印に、階段を使って避難するよう指示する。 

c.負傷者がいた場合は、班長又は副班長の指示の下、応急救護班に協力を依頼す 

る。 

d.障害者や足腰が不自由な人がいる場合は、避難誘導班がサポートし一緒に避難 

する。 

 

（４）負傷者の救出、救援、救護 

  応急救護班は、対策本部、避難誘導班等からの負傷者情報を基に、以下の点に 

注意し、救出、救援、救護に当たる。 

 ①負傷者の救出･応急処置 

  a.負傷者の救出に向かう際は、自身の安全を第一に考えて行動する。 

b.負傷者の救出に向かう際は、自身の居場所及び避難経路の安全を確認しながら 

向かう。また必要に応じ、情報提供者の同行を依頼する。 

c.建物に入る際は、建物の構造体に大きな損傷、倒壊の危険がないか、火災の 

発生はないか等、安全を確認した上で立ち入る。 

d.エレベーターは使用せず階段で移動する。 

e.安全のための装置を着用する。 

f.可能な限り班長又は副班長、対策本部との連絡手段を確保する。 

g.救出・応急処理に必要な救助工具、救急箱等を携帯する。 

h.負傷者や現地の状況に応じ、避難場所へ救出してから応急処置する。  

i.負傷者が複数いる場合は、緊急度の状況に応じ、優先順位をつけて対応する。 

 

 ②負傷者の手当 

  a.負傷者の手当は、医療従事者の指示に従い実施する。  

b.負傷者の精神的サポートを心掛ける。 

c.負傷者の状況に応じ救急隊を要請する。 
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（５）建物の応急危険度判定 

  施設管理班は、状況に応じ以下の手順で建物の応急危険度判定を行う。 

a.各建物に立入禁止の表示を行う。 

b.以下の建物順に応急危険度判定を実施する。 

   1)本部管理棟※ 

   2)保健管理センター 

   3)屋内運動場・課外活動施設 

   4)大学会館 

   5)アゴラ・グローバル 

   6)附属図書館 

   7)研究講義棟 

   8)留学生日本語教育センター棟 

   9)アジア・アフリカ言語文化研究所※ 

   10)国際交流会館 

   11)車庫、弓道場、器具庫、回廊 

12)その他 吉祥寺団地、滝野川団地、本郷団地、戸田団地、保谷団地 

  ※応急危険度判定の結果、本部管理棟が立入禁止となった場合、アジア・アフリカ 

言語文化研究所を次に診断する。 

  c.応急危険度判定の結果を危機対策本部に報告し、建物の出入り口等に判定結果 

の表示を行う。 

  d.対策本部は、応急危険度判定結果を基に、建物毎に立入禁止解除を判断する。 

  e.対策本部は、必要に応じて、立入禁止解除した建物の中から避難場所の変更を 

指示する。 

  f.余震等により、建物の倒壊、崩落等の危険性に変化が生じた場合は、再度応急 

危険度判定を実施する。 

 

（６）帰宅困難者への対応 

①帰宅判断 

    対策本部は余震や災害情報、道路・公共交通機関等の情報を確認し、状況に応じて

学生や教職員等に帰宅許可の判断を行う。学生や教職員等は以下の点に留意して行

動するものとする。 

a.公共交通機関が不通である場合、帰宅の判断に迷う場合は、住居が大学構内から

10km 以内にあるか否かを目安とする。あわせて、余震の状況、道路状況、火災の

発生状況、帰宅する時間や天候、停電の有無、自身の体調や体力を考え、帰宅する

かどうかを判断するものとする。 

b.学生及び教職員が帰宅する場合は、対策本部に報告の上、帰宅する。 

c.帰宅せずに学内にとどまる場合は、対策本部が指定する避難場所にて引き続 

き待機する。 

d.備蓄品の管理・配給は、対策本部の指示の下、施設管理班が行うものとする。 
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２．火災発生時の対応 

火災が発生した場合は、周囲の人と共に速やかに安全な場所に移動し、１１９番及び

危機発生時の連絡体制に基づき通報する。 

（１）通報 

①「火事」ということを大声で叫び、近くの人に早く知らせるようにする。 

②非常ベルがあれば使用し、慌てずに１１９番に通報する。 

③危機発生時の連絡体制に基づき本部管理棟 1 階管理室に火事を知らせる。 

 

（２）初期消火 

①小火の場合は、身の安全を守るための脱出口を確保してから、バケツ、消火器、濡れ

た布などを使って消火に当たる。 

②施設管理班は消火活動に当たる。 

③消防隊が到着した場合には、火災の延焼状況を報告するとともに、可能な範囲で消火

活動に協力する。 

 

（３）避難 

  初期消火が困難な場合は、速やかに避難場所に避難する。 

  火災時の避難場所は、屋外運動場とする。ただし雨天時等屋外への避難がふさわし 

くない場合は、屋内運動場等安全な場所に避難する。 

① タオルやハンカチで鼻と口を覆い、煙を吸わないようにできるだけ姿勢を低くして

避難する。 

② 誘導灯を目印に、安全な経路で避難する。煙で前が見えない場合は、壁に手を当て

方向を確認しながら避難する。 

③ 避難する時は、燃えている部屋の窓やドアを閉め、延焼をできるだけくい止める。 

④ エレベーターは使用しない。 

⑤ 避難を第一に考え、不必要なものは持たない。 

⑥ 一度避難したら再び戻らない。 

 

（４）安否確認 

 ①安否確認班は、必要に応じ安否確認システムから安全確認のための一斉メールを手 

動にて配信する。以下 P6 １．地震発生時の対応（２）安否確認①学生の安否確 

認、②教職員等の安否確認によるものとする。 

 

（５）避難誘導 

① 避難誘導班は、タオルやハンカチで鼻と口を覆い、煙を吸わないように姿勢を低 

くして避難誘導する。以下 P7 １．地震発生時の対応（３）避難誘導による。 

 

（６）負傷者の救出、救援、救護 

 ① 応急救護班は、タオルやハンカチで鼻と口を覆い、煙を吸わないように姿勢を低く

して行動する。以下 P7 １．地震発生時の対応（４）負傷者の救出、救援、救護に

よる。 



 - 10 -

３．風水害発生時の対応 

（１）風水害発生前 

① 気象情報を確認し、本学に風水害の危険が迫っている場合は、出勤、通学を控える

とともに、在学者に対しては早期帰宅を促す。 

② 部屋の窓を閉める。また屋外で飛散するおそれがある物は屋内に移動する。 

③ 車やバイク等も必要に応じて移動させる。 

④ 低地においては土嚢を準備するなど、浸水防止対策をとる。 

⑤ 雨樋や排水溝を点検する。 

⑥ 重要な書類や高価な機器等は、ビニール等による保護、安全な場所への移動など対

策をとる。 

 

（２）風水害発生時 

 ① 必要に応じ危機発生時の連絡体制に基づき通報する。 

② カーテンやブラインドにより窓ガラスの飛散に備えるとともに、窓ガラスから離れ

る。 

③ 風水害発生時の避難場所は、屋内運動場等安全な場所とする。 

④ 避難場所に避難し災害が収まるまで待機する。 

⑤ むやみに建物の外には出ない。 

 

（３）安否確認（４）避難誘導（５）負傷者の救出、救援、救護 については、必要に 

応じ対応する。 
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Ⅳ.学生・教職員の避難場所 

１．避難場所 

  避難場所は別紙５のとおりとする。 

 

Ⅴ.避難住民の受け入れ避難場所等 

１．避難住民の受け入れ 

 台風等の風水害や大地震等の災害が発生した際に、府中市と締結する｢災害時に係る協力

体制に関する協定書｣に基づき、避難場所の提供の要請があった場合、対策本部は、地域住

民の受け入れについて判断し決定する。災害時の避難場所は、屋外運動場若しくはその場

所での被災者及び避難者の安全が担保できない場合は、屋内運動場とする。避難住民の受

け入れ、誘導に当たっては、総務・広報班が府中市に協力し実施する。 

 

２．本学以外の避難場所等への案内 

  府中市・警察・消防と連携し、災害による被害状況等を情報収集する。府中市から避

難住民への避難所の案内（防災行政無線、広報車、メール配信等）を確認の上、開設さ

れている避難所等に避難住民を案内する。近隣の避難場所は次のとおり。 

（１）一時避難所（災害により家屋に大きな被害を被った方が避難生活をする市立小中

学校等の体育館を市が指定）、指定避難場所（市立小中学校等の校庭を市が指

定） 

 

・白糸台小学校 

・府中第十小学校 

・府中第二中学校 

 

（２）広域避難場所（大規模な延焼火災などを回避するために必要な面積を有するオー

プンスペースとして市が指定） 

    ・多磨霊園・武蔵野公園 

    ・武蔵野の森公園・府中朝日フットボールパーク 

    ※本学は、府中市の要請に基づき開設する避難所(応援協定締結事業所等) 

 

Ⅵ.ＡＥＤ･備蓄品･消火器配置場所等 

１．ＡＥＤ･備蓄品配置場所 

  ＡＥＤ･備蓄品配置場所は別紙６のとおりとする。 

 

２．消火器･消火栓配置場所､避難経路 

  消火器･消火栓配置場所､避難経路は参考資料１のとおりとする。 
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別紙１ 
災害対応組織の編成 

危機対策本部 

（対策本部の設置）国立大学法人東京外国語大学における危機管理に関する規程第１８条 
学長は危機事象の対処のために必要と判断する場合は、速やかに当該事態に係る危機対策本部 
を設置するものとする。 

危機対策本部 
本部長：学長 
副本部長：事務局長 
本部員：理事、副学長、部局長、総合情報コ
ラボレーションセンター長、保健管理センタ
ー所長、総務企画部長、学務部長

東京外国語大学事業継続計画（ＢＣＰ）に基づき、大
学の機能の維持・早期復旧のため、以下の対応を行う。 
●被害に関する情報(被害状況、安否情報等)を収集し

把握する。
●各対策班を編成・統括・指揮し必要な対策を講じる。 
●学生、教職員及びその他関係者に対し必要な情報を

提供する。
●関係機関との連絡調整、報道機関へ必要な情報を提

供する。
●地域住民の受け入れ等に必要な情報を提供する。

[ ]は必要に応じ協力(英語対応)する。 

対策班名・班長・班員 主な業務内容 
総務・広報班 

班長：総務企画課長 
班員：総務企画課、広報・社会連携課、アラ 

ムナイ室、監査室

●対策本部の運営
●関係機関、各班との連絡調整
●職員の動員命令
●学内外の災害情報の収集・整理
●学生・教職員等からの問い合わせへの対応
●地域住民受け入れへの対応 等

施設管理班 
班長：施設企画課長 
班員：施設企画課 

●初期消火対応
●ライフライン（電気・水道・ガス）の状況確認
●備蓄品の管理
●対策本部に必要な設営準備
●建物の応急危険度判定の実施 等

避難誘導班 
班長：教務課長 
班員：研究協力課、学術情報課、国際化拠点

室、教務課、研究院事務課、留学生課 

●避難・誘導方法等の検討・調整
●避難場所への誘導 等

応急救護班 
班長：人事労務課長 
班員：人事労務課、入試課、保健管理センタ 

ー、［国際化拠点室］ 

●負傷者の救出、救援、救護
●負傷者の病院への搬送手続き
●疾病の予防、衛生管理 等

情報通信班 
班長：情報企画室長 
班員：情報企画室 

●情報通信網の被害状況確認
●情報通信網の整備
●対策本部の通信インフラ設営準備 等

安否確認班 
班長：学生課長 
班員：学生課、人事労務課、留学生課、［国 

際化拠点室］ 

●学生・教職員等の安否・被災情報の収集
●避難場所に避難した人の把握
●安否不明者への連絡 等

機動対応班 
班長：会計課長 
班員：会計課 

●対策本部からの指示による各対策班の応援
●対策本部からの指示による教員や学生へのボランテ

ィア協力依頼 等
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別紙２ 
危機発生時の連絡体制  
 

 
（ ）の番号は内線電話の番を示す。勤務時間外は、｢勤務時間外における緊急時の連絡先｣により連絡
する。 

           【被害状況等確認】 
 
 

 
                                                         【状況報告】 
                                             

【状況報告】 
【対策の検討】 

                                                                【対策本部設置の判断】 
                      【状況報告/対策本部への招集】  
 

【状況報告/対策本部への招集】 
 
 
 
                      【状況報告/対策本部への招集】 
 
 
 
 
 

                   
 
                    
                    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

※連絡が取れない場合は、次の人に連絡する。 

 
総務企画課長 
（５１４９） 

当事者 
通報者 

学長 
（５１２０） 

理事 
（５１２３） 
（５８５４） 

副学長 
（５５２８） 
（５５３９） 
（５５２０） 
（５８０４） 

事務局長 
（５１２１） 

施設企画課長 
（５１４１） 

学務部長 
（５１６１） 

総務企画部長 
（５５２６） 

アラムナイ室長 
（５９１８） 

人事労務課長 
（５１２４） 

会計課長 
（５１３１） 

研究協力課長 
（５５９０） 

学術情報課長 
（５１９１） 

広報・社会連携課長 
（５７５２） 

国際化拠点室長 
（５９３１） 

学生課長 
（５１７１） 

教務課長 
（５１６２） 

入試課長 
（５１７８） 

留学生課長 
（５１８１） 

研究院事務課長 
（５５５８） 

研究院長 
（５２０１） 
（５８２５） 

学部長 
（５２０１） 
（５８２５） 

A・A 研所長 
（５６０１） 

保健管理 
センター所長 

（５１８６） 

情報企画室長 
（５５９６） 

管理室 
（５４１９） 
ｷｬﾝﾊﾟｽ 110 番 
（５１１０） 
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別紙３ 

緊急連絡先  
 
 
 【文部科学省】 代表 ： ０３－５２５３－４１１１ 
         夜間 ： ０８０－４３２７－９０８９ 
  ○人的被害・休校等：文教施設企画・防災部参事官（施設防災担当）付防災調整係 

 ０３－６７３４－２２９０ 
  ○施設被害    ：文教施設企画・防災部計画課 ０３－６７３４－２２９８ 
 【消防、警察署】 
  ○府中消防署 １１９ 又は ０４２－３６６－０１１９（府中市寿町１－５） 
  ○府中警察署 １１０ 又は ０４２－３６０－０１１０（府中市府中町１－１０－５）   
  ○府中消防署朝日出張所 １１９ 又は ０４２－３６３－０１１９（府中市朝日町３－１３） 
 【自治体（府中市）】 
  ○府中市役所 ０４２－３６４－４１１１（府中市宮西町２－２４） 
  ○府中市防災危機管理課 ０４２－３３５－４２８３ 
             （府中市寿町１－５府中市中央防災センター内） 
 【公共交通機関】 
  ○多磨駅 ０４２－３６９－２０１０ （府中市紅葉丘３－４２－２） 
  ○西武鉄道 お客様センター ０４－２９９６－２８８８  
  ○JR 東日本 お問い合わせセンター ０５０－２０１６－１６００ 
 【電気・ガス・水道 等】 
  ○東京電力エナジーパートナー センター ０１２０－９９５－６６２ 
  ○東京ガス お客様センター ０５７０－００２－２１１ 
  ○NTT 東日本 （故障）１１３ 又は ０１２０－４４４－１１３（携帯電話から） 
  ○東京都水道局 多摩お客様センター ０５７０－０９１－１００ 
                    又は０４２－５４８－５１１０ 
 【近隣病院】 
  ○東京都立多摩総合医療センター 代表０４２－３２３－５１１１ 
                   (府中市武蔵台２－８－２９） 
  ○榊原記念病院 ０４２－３１４－３１１１（府中市朝日町３－１６－１） 
 【広域避難所】 
  ○多磨霊園 ０４２－３６５－２０７９（府中市多磨町４－６２８） 
  ○都立武蔵野公園  ０４２－３６１－６８６１（府中市多磨町２－２４－１） 
  ○都立武蔵野の森公園 ０４２－３６５－８４３５（府中市朝日町３－５－１２） 
  ○府中朝日フットボールパーク ０４２－３６４－８７３３（府中市朝日町３－７） 
 【近隣大学等】 
  ○東京農工大学 総務課総務係 ０４２－３６７－５５０４（府中市晴見町３－８－１） 
  ○電気通信大学 総務企画課総務係 ０４２－４４３－５８６２（調布市調布ヶ丘１－５－１） 
  ○国際基督教大学 総務グループ ０４２２－３３－３０１３（三鷹市大沢３－１０－２） 
  ○アメリカンスクール・イン・ジャパン ０４２２－３４－５３００（調布市野水１－１－１） 
 【その他】  
  ○生活協同組合 本部・食堂部 ６１０５ 購買書籍部 ６１０７ 特別食堂 ６１０９ 
  ○PAL 国際保育園 ０４２－３０６－９９５５ 
  ○災害用伝言ダイヤル １７１ 
  ○東京都防災アプリ https://www.bousai.metro.tokyo.lg.jp/1005744/index.html 
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【文部科学省　被害情報報告の手引きによるフォーマット】

国
人自然災害等による被害等の状況【個票：人的被害等_国立学校】

＜色凡例＞ 報告者記入対象項目

※時点更新に当たり、追加修正した箇所はセルを色づけして下さい。

年 月 日 時

軽傷

重傷

死亡

不明

合計

（注）記入時点で把握している範囲で数字を記入してください。確認が困難な場合は「不明」と記入してください。

【１】学校管理下の人的被害の内容

軽傷 重傷 死亡 不明 軽傷 重傷 死亡 不明

【２】学校に取り残されている人数（避難しているものである場所や帰宅困難者の受け入れ施設での人数は除く）

【３a】（複数校入力用）一斉休校・短縮授業の措置を行っている学校　※【3b】との二重計上注意

【３b】（個別校入力用）休校・短縮授業の措置を行っている学校　※【3a】との二重計上注意

【４】避難先となっている学校

報告機関名

集計時点

【１】学校管理下の人的被害数（児童・生徒・学生等／教職員等） [単位：人]

【２】学校に取り残されている人数（児童・生徒・学生等／教職員等）

【３】休校／短縮授業の措置を行っている学校数

【４】避難先となっている学校数

[単位：人]

[単位：校]

[単位：校]

人数

その他 合計

理由（交通手段の遮断、津波による被害、等）

担当部課名

担当者名

E-Mail

電話番号

短大 高専 専各 その他

高 中等 特別 大学 短大

高専 専各 その他 合計幼 小 中 義務 高 中等 特別 大学 短大

幼 小 中 義務 高 中等 特別 大学

高専 専各 その他 合計幼 小

合計

中 義務

中等 特別 大学 短大 高専 専各幼 小 中 義務 高

所在都道府県名 所在市町村名 設置者名 学校名 学校種
児童生徒等の人数 教職員等の人数 被害者の情報

被災状況等

所在都道府県名 所在市町村名 設置者名 学校名 学校種
児童生徒
／教職員

所在都道府県名 設置者名 学校種 休校/短縮 休校数/短縮数 措置を行う期間　、　理由（警報の発令、公共交通機関の運休、等）

措置を行う期間　、　理由（交通手段の遮断、津波による被害、等）所在都道府県名 所在市町村名 設置者名 学校名 学校種 休校/短縮

所在都道府県名 所在市町村名 設置者名 学校名 学校種 状況　（開所日、閉所日、収容者数、等）

大学共同利用機関

大学共同利用機関

大学共同利用機関

大学共同利用機関

⼊⼒

⼊⼒

- 15 -



　別紙４

令和　　年　　月　　日現在

被災年月日 災害名 都道府県名

※更新・修正した箇所はセルを色づけしてください。

幼 小 中 義務 高 中等 特別 大学 短大 高専 共同 その他 合計

単位：千円

都道府県名 設置者名 学校種
被災度
区分

被害額
（概算）

被災年月日 申請予定 金額根拠 床下浸水 床上浸水
グラウン
ド冠水

土砂崩れ その他
屋根・防

水
破損

外壁
破損

倉庫等全
壊

その他

被害金額報告書（速報）国立学校

被害状況学校名

施設被害（校）

水害 風害

自動入力

O列ーＺ列も記入すること入力

入力

- 16 -



１２
２

７

３

８

４５

１１

１３

１４

１５

１０

６－１

９

１

国際日本学部

国際学研究科

言語文化学部

国際社会学部

対策本部、対策班

屋外運動場(約7000人)

ｄ

ｃ
（大学保存林）

６－２

キャンパスの森

車入口

車出口

車出入口

PAL国際保育園

朝
日
町

通
り

道
路
（
ス
タ
ジ
ア
ム
通
り
）

西武多摩川線　多磨駅

至

Ｎ

京王線　飛田給駅

至

東京外国語大学　　府中キャンパス

８１

２

３

４

５

７

６

６

－１

－２

保健管理センター

車庫棟

課外活動施設

アジア・アフリカ

弓道場

器具庫

国際交流会館１号館

国際交流会館２号館

国際交流会館３号館

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

テニスコート

駐輪場（東）

駐輪場（北）

駐輪場（西）

オートバイ駐車場

ａ

ｂ

ｄ

ｅ

ｆ

ｃ

研究講義棟（約2,400人)

附属図書館　(約600人)

大学会館　(約200人)

屋内運動場　(約500人)

言語文化研究所　(約600人)

本部管理棟　(約300人)

留学生日本語教育センター(約500人)

(約400人)

アゴラ・グローバル　(約200人)

敷地面積：　１３，０００　㎡　　　　　　（　）内は収容人員を表す

避　難　場　所

凡例

避　難　経　路

避　難　場　所（地域住民)

別　紙　５

- 17 -

避　難　場　所(風水害発生時)

ｂ

ｅ

ｆ

ｅ

ｆ



Ｎ

中央広場

キャンパスの森

テニスコート

屋外運動場

あずま屋

道
路

（
朝

日
町

通
り

)

道
路
（
ス
タ
ジ
ア
ム
通
り
）

器具庫

駐輪場

アゴラ
・グローバル

回廊

言語文化研究所
アジア・アフリカ

（１号館）
国際交流会館

（２号館）

国際交流会館

課
外
活
動
施
設

弓道場

車
庫
棟

警察大学校

保健管理
センター

研究講義棟

屋内運動場

大学会館

留学生
日本語教育

センター

附属図書館

（３号館）
国際交流会館

PAL国際保育園

本部管理棟

①

②

至　京王線

飛田給駅

至　西武多摩川線
多磨駅

北アライバルコート

南アライバルコート

③

④

⑪

⑩

⑧

⑦

⑥

⑤

⑨

縮尺 1:3000

ＡＥＤ（自動体外式除細動器）設置場所

凡　　例

備蓄品倉庫

ａ

ｂ

別紙６
東京外国語大学府中キャンパスＡＥＤ・備蓄品配置場所

①

番号

② 診察・処置室

設　置　建　物 設　置　場　所

保 健 管 理 セ ン タ ー

本 部 管 理 棟 １階管理室

アジア・アフリカ言語文化研究所 ２階事務室

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

附 属 図 書 館 ２階図書館カウンター

⑩

⑪

国際交流会館（１号館） １階玄関ホール

研 究 講 義 棟 １階ガレリア中央エレベーター脇

課 外 活 動 施 設 １階自動販売機置き場

屋 内 運 動 場 １階ロビー

留学生日本語教育センター １階事務室前カウンター

国際交流会館（３号館）

ア ゴ ラ ・ グ ロ ー バ ル １階エントランスホール２

１階風除室

ＡＥＤ設置箇所一覧

番号 設　置　建　物

備蓄品倉庫一覧
設置場所(保管物資)

地下倉庫

ａ 留学生日本語教育センター

ｂ 本 部 管 理 棟 地下倉庫(発電機、投光器)

(食料･水、救命用具、救助工具、

府中市の備蓄品)

生活関連物資、避難所設営物資、

- 18 -



マルチメ ディ ア

ホール

１ ０ １

同時

通訳

中講義室

１ ０ ８

１ １ ５

中講義室

１ ０ ７

調整

前室

準
備
室

ロビー１

ガレリア

中講義室

１ １ ４１ １ ３

中講義室
学生

相談室

大講義室

１ ０ ９
倉庫

倉庫

倉庫

ガレリア

小講義室 小講義室 小講義室

１ ０ ４ １ ０ ５ １ ０ ６

小講義室小講義室

１ １ ０ １ １ １ １ １ ２

中講義室中講義室

１ ０ ２ １ ０ ３

中講義室

小講義室

小講義室

１ ０ ０

控室

ガレリア

凡　例

消火器設置場所

屋外消火栓設置場所

研究講義棟　１階建物内避難経路図及び
消火器・消火栓設置場所

参考資料１



多文化
コミ ュニティ
教育
支援室

小　 講　 義　 室

小　 講　 義　 室

小　 講　 義　 室

演　 習　 室

演　 習　 室

演　 習　 室

マルチ メ ディ ア室

大講義室

大講義室

２０ ３

２ １ ６ ２ １ ７

２ ０ ５ ２ ０ ６

２ ２ ６

２ ２ ７

２ ２ ５２ ２ ４２ ２ ３

２ １ ２ ２ １ ３ ２ １ ４

２ １ １２ ０ ９２ ０ ７

２ ０ ８ ２ １ ０

２ １ ８ ２ １ ９ ２ ２ １

２ ２ ２２ ２ ０

実習室
コンピュータ

Ａ Ｖ ラ イ ブ ラ リ

セン タ ー
印刷 遠隔講義室教育情報化

支援室

階段１

階段４ 階段２

階段６

階段３

階段７

階段８

階段５

講師控室

２ ０ ２２ ０ １
マルチメディ ア室

２ ０ ４

屋外階段

屋外階段

屋外階段

屋外階段

凡　例

消火器設置場所

屋内消火栓設置場所

研究講義棟　２階建物内避難経路図及び
消火器・消火栓設置場所

参考資料１



スタ ジオ

調整室

小　 講　 義　 室

演　 習　 室

演　 習　 室

マルチメ ディ ア室

演　 習　 室

小　 講　 義　 室

小　 講　 義　 室小　 講　 義　 室

演習室

３ ２ ２ ３ ２ ３ ３ ２ ４ ３ ２ ５

３ ２ ６ ３ ２ ７ ３ ２ ９

３ ２ ８ ３ ３ ０

３ ３ １ ３ ３ ３３ ３ ２

３ １ ８３ １ ７３ １ ６

３ ０ ９

３ ０ ８ ３ １ ０ ３ １ ２ ３ １ ３ ３ １ ４ ３ １ ５

３ ０ ７３ ０ ６３ ０ ５

３ ２ ０

３ １ ９

３ ２ １

テラス

階段１

階段４ 階段２

階段６

階段３ 階段５

階段13

編集 無響音

屋外階段

屋外階段

屋外階段

屋外階段

屋外階段

教育研究センター
多言語・ 多文化

３ １ １

情報総合
コラボレーションセンター

英語教育

３０４
学部長

室

会議室

大学院
研　 究
科長室

事務室

会議室

事務室

支援センター

凡　例

消火器設置場所

屋内消火栓設置場所

研究講義棟　３階建物内避難経路図及び
消火器・消火栓設置場所



語学研究所

総合文化研究所

海外事情研究所

演習室 演習室

教　 官　 室大学院

共同研究室

大学院

共同

研究室
研
究
室

研
究
室

研
究
室

研
究
室

研
究
室

実
験
室

心理学

実習室

音声学

実験室

ラウンジ

ラウンジ
４ １ ９ ４ ２ ０

Ｌ Ａ Ｎ

機器

４ ０ ２ ４ ０ ３ ４ ０ ４ ４ ０ ５

Ｌ Ａ Ｎ

機器
４ ０ ６ ４ ０ ７ ４ １ ０４ ０ ９ ４ １ ２

４ ０ ８ ４ １ １

Ｌ Ａ Ｎ

４ ２ ３ ４ ２ ４

４ ２ ２ ４ ２ ５

Ｌ Ａ Ｎ ４ ２ ７ ４ ２ ８

４ １ ８４ １ ７４ １ ６４ １ ５４ １ ４４ １ ３

コ ース
演習室

コース
演習室

機器

機器

コース
演習室

学部長室

Ｍ・ Ｍ室

大学院

実験実習室

言語情報

研究科長室

演習室

ラウンジ

大学院学生研究室

大学院学生研究室

４０ １

４ ０ １

階段２

階段５

階段６

階段１
階段３

階段４

階段13

屋外階段

屋外階段

屋外階段

屋外階段

凡　例

消火器設置場所

屋内消火栓設置場所

研究講義棟　４階建物内避難経路図及び
消火器・消火栓設置場所



共同研究室 共同研究室

社会系列
演習室

演習室
人間環境系列人文系列

共同研究室共同研究室

大学院共同研究室

テラス

テラス

ラウンジ

ラウンジ

５ ３ １ ５ ３ ２ ５ ３ ３ ５ ３ ４ ５ ３ ５ ５ ３ ６ ５ ３ ７ ５ ３ ８

５ ４ ５ ５ ４ ６ ５ ４ ７ ５ ４ ８ ５ ４ ９ ５ ５ ０ ５ ５ １ ５ ５ ２ ５ ５ ３

５ ３ ９ ５ ４ ０ ５ ４ １ ５ ４ ２ ５ ４ ３ ５ ４ ４
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凡　例
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研究講義棟　５階建物内避難経路図及び
消火器・消火栓設置場所
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消火器設置場所
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研究講義棟　６階建物内避難経路図及び
消火器・消火栓設置場所



プロジェ クト 室
屋外階段

屋外階段屋外階段

テラス

ラウンジ

ラウンジ

テラス

７ ３ ３ ７ ３ ４ ７ ３ ５ ７ ３ ６ ７ ３ ７ ７ ３ ８ ７ ３ ９ ７ ４ ０

７ ０ １ ７ ０ ２ ７ ０ ３ ７ ０ ４ ７ ０ ５ ７ ０ ６ ７ ０ ７ ７ ０ ８ ７ ０ ９

７ ４ ７ ７ ４ ８ ７ ４ ９ ７ ５ ０ ７ ５ １ ７ ５ ２ ７ ５ ３ ７ ５ ４

７ ４ ６７ ４ ５７ ４ ４７ ４ ３７ ４ ２７ ４ １

７ １ ０ ７ １ １ ７ １ ２ ７ １ ３ ７ １ ４ ７ １ ５

７ １ ６ ７ １ ７ ７ １ ８ ７ １ ９ ７ ２ ０ ７ ２ １ ７ ２ ２ ７ ２ ３ ７ ２ ４

７ ５ ５ ７ ５ ６ ７ ５ ７ ７ ５ ８ ７ ５ ９ ７ ６ ０ ７ ６ １ ７ ６ ２ ７ ６ ３

７ ３ ２７ ３ １７ ３ ０７ ２ ９７ ２ ８７ ２ ７７ ２ ６７ ２ ５

教育

準備

共同研究室演習室

共同研究室 演習室
Ｊ Ｐ ｏ Ｓ Ｆ

Ｒ ｒ Ｐ ｌ Ｃ ｚ Ｉ

教育

準備室

教官

室

教育

準備階段１

階段２

階段３

階段５

階段６階段４

７ ０ ０

教　 員　 室

教　 員　 室

教　 員　 室

教　 員　 室

教　 員　 室

教　 員　 室

凡　例

消火器設置場所

屋内消火栓設置場所

研究講義棟　７階建物内避難経路図及び
消火器・消火栓設置場所
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研究講義棟　８階建物内避難経路図及び
消火器・消火栓設置場所



附属図書館 １階建物内避難経路図及び
消火器・消火栓設置場所
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凡 例
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附属図書館　２階建物内避難経路図及び
消火器・消火栓設置場所
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凡 　 例
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附属図書館　３階

消火器・消火栓設置場所
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凡 　 例
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附属図書館 ４階建物内避難経路図及び
消火器・消火栓設置場所
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附属図書館 Ｒ階建物内避難経路図及び
消火器・消火栓設置場所
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大学会館　１階建物内避難経路図及び
消火器・消火栓設置場所

凡　 例

屋 内 消 火 栓 設 置 場 所
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大学会館　２階建物内避難経路図及び
消火器・消火栓設置場所

凡　 例

屋 内 消 火 栓 設 置 場 所
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Ｎ

機械室
１２

大学会館 Ｒ階建物内避難経路図及び
消火器・消火栓設置場所

凡 例
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消 火 器 設 置 場 所
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凡 例

建物内避難経路図及び
消火器・消火栓設置場所
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屋内運動場・課外活動施設　Ｂ１階建物内避難経路図及び
消火器・消火栓設置場所

凡　例
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屋内運動場・課外活動施設　１階建物内避難経路図及び
消火器・消火栓設置場所

凡　例
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屋内運動場・課外活動施設 ２階建物内避難経路図及び
消火器・消火栓設置場所

凡 例
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屋内運動場・課外活動施設 ３階建物内避難経路図及び
消火器・消火栓設置場所

凡 例
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屋内運動場・課外活動施設　４階建物内避難経路図及び
消火器・消火栓設置場所

凡　例
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屋内運動場・課外活動施設　５階建物内避難経路図及び
消火器・消火栓設置場所

凡　例
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アジア・アフリカ言語文化研究所 １階建物内避難経路図及び
消火器・消火栓設置場所
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凡 例
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アジア・アフリカ言語文化研究所 ２階建物内避難経路図及び
消火器・消火栓設置場所
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アジア・アフリカ言語文化研究所　３階建物内避難経路図及び
消火器・消火栓設置場所
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凡 　 例

屋 内 消 火 栓 設 置 場 所

消 火 器 設 置 場 所



アジア・アフリカ言語文化研究所　４階建物内避難経路図及び
消火器・消火栓設置場所
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凡 　 例

屋 内 消 火 栓 設 置 場 所

消 火 器 設 置 場 所



アジア・アフリカ言語文化研究所 ５階建物内避難経路図及び
消火器・消火栓設置場所
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凡 例

屋 内 消 火 栓 設 置 場 所

消 火 器 設 置 場 所



アジア・アフリカ言語文化研究所　６階建物内避難経路図及び
消火器・消火栓設置場所
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凡 　 例

屋 内 消 火 栓 設 置 場 所

消 火 器 設 置 場 所



アジア・アフリカ言語文化研究所　７階建物内避難経路図及び
消火器・消火栓設置場所
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凡 　 例

屋 内 消 火 栓 設 置 場 所

消 火 器 設 置 場 所



アジア・アフリカ言語文化研究所 ８階建物内避難経路図及び
消火器・消火栓設置場所
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凡 例
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Ｓ＝１：５００１階平面図 　　１，０５４㎡
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凡 　 例

屋 内 消 火 栓 設 置 場 所

消 火 器 設 置 場 所

建物内避難経路図及び
消火器・消火栓設置場所



Ｓ＝１：５００２階平面図 　　７９４㎡
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凡 　 例

屋 内 消 火 栓 設 置 場 所

消 火 器 設 置 場 所
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建物内避難経路図及び
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Ｓ＝１：５００３階平面図 　６８７㎡
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凡 　 例

屋 内 消 火 栓 設 置 場 所

消 火 器 設 置 場 所

消火器・消火栓設置場所
建物内避難経路図及び

Ｎ



Ｓ＝１：５００４階平面図 　６８７㎡
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凡 　 例

屋 内 消 火 栓 設 置 場 所

消 火 器 設 置 場 所

消火器・消火栓設置場所
建物内避難経路図及び

Ｎ



Ｓ＝１：５００５階平面図 　４９０㎡
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凡 　 例

屋 内 消 火 栓 設 置 場 所

消 火 器 設 置 場 所

消火器・消火栓設置場所
建物内避難経路図及び

Ｎ
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消火器・消火栓設置場所

凡　 例

屋 内 消 火 栓 設 置 場 所

消 火 器 設 置 場 所Ｎ



ＵＰ

ホワイエ

事務室

メールコーナー

学生
ロッカー

階段

科学実験室

科学準備室

交流支援室

身障者用
便所

１１１

さくらホール

１１０ １０９ １０８

１１２

第１会議室

第２会議室

大教室
１０３

１０４

１０５

１０７

１０６

ＥＶホール

ＥＶ

室

移
動
観
覧
席

風除室

ガレリア

センター長室

教　室

屋外階段

屋外階段

階段３
階段１

階段２

凡　例

消火器設置場所

屋内消火栓設置場所

留学生日本語教育センター　１階建物内避難経路図及び
消火器・消火栓設置場所
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凡　例

消火器設置場所

屋内消火栓設置場所

留学生日本語教育センター　２階建物内避難経路図及び
消火器・消火栓設置場所
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凡　例

消火器設置場所

屋内消火栓設置場所

留学生日本語教育センター　３階建物内避難経路図及び
消火器・消火栓設置場所
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凡　例

消火器設置場所
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留学生日本語教育センター　４階建物内避難経路図及び
消火器・消火栓設置場所
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凡　例
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屋内消火栓設置場所

留学生日本語教育センター　５階建物内避難経路図及び
消火器・消火栓設置場所
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凡　例

消火器設置場所

屋内消火栓設置場所

留学生日本語教育センター　６階建物内避難経路図及び
消火器・消火栓設置場所
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凡　例
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３１６
３１７ ３１８

３１９
３２０ ３２１

３２２
３２３

EV1

EV2

吹抜

ﾗﾝﾄﾞﾘｰ
Raundry

階段１

外部階段

外部階段

階段２

建物内避難経路図及び
消火器・消火栓設置場所

３階

国際交流会館１号館
Ｎ

消火器設置場所

屋内消火栓設置場所

凡　例



EV1

EV2

吹抜

４１２
４１３ ４１４ ４１５

４１６
４１７ ４１８

４１９
４２０ ４２１

４２２
４２３

４０１ ４０２ ４０３ ４０４ ４０５ ４０６ ４０７ ４０８ ４０９ ４１０ ４１１

ｺﾐｭﾆｹ-ｼｮﾝﾙ-ﾑ
Common Room

階段１

外部階段

外部階段

階段２

建物内避難経路図及び
消火器・消火栓設置場所

４階

国際交流会館１号館
Ｎ

消火器設置場所

屋内消火栓設置場所

凡　例



EV1

EV2

吹抜

ｺﾐｭﾆｹ-ｼｮﾝﾙ-ﾑ
Common Room

５１２
５１３ ５１４ ５１５

５１６
５１７ ５１８

５１９
５２０ ５２１

５２２
５２３

５０１ ５０２ ５０３ ５０４ ５０５ ５０６ ５０７ ５０８ ５０９ ５１０ ５１１

階段１

外部階段

外部階段

階段２

建物内避難経路図及び
消火器・消火栓設置場所

５階

国際交流会館１号館
Ｎ

消火器設置場所

屋内消火栓設置場所

凡　例



EV1

EV2

吹抜

６１２
６１３ ６１４ ６１５

６１６
６１７ ６１８

６１９
６２０ ６２１

６２２
６２３

６０１ ６０２ ６０３ ６０４ ６０５ ６０６ ６０７ ６０８ ６０９ ６１０ ６１１
ﾗﾝﾄﾞﾘｰ
Raundry

階段１

外部階段

外部階段

階段２

建物内避難経路図及び
消火器・消火栓設置場所

６階

国際交流会館１号館
Ｎ

消火器設置場所

屋内消火栓設置場所

凡　例



EV1

EV2

吹抜

ｺﾐｭﾆｹ-ｼｮﾝﾙ-ﾑ
Common Room

７１２
７１３ ７１４ ７１５

７１６
７１７ ７１８

７１９
７２０ ７２１

７２２
７２３

７０１ ７０２ ７０３ ７０４ ７０５ ７０６ ７０７ ７０８ ７０９ ７１０ ７１１

階段１

外部階段

外部階段

階段２

建物内避難経路図及び
消火器・消火栓設置場所

７階

国際交流会館１号館
Ｎ

消火器設置場所

屋内消火栓設置場所

凡　例



１階

国際交流会館２号館
Ｎ

UP UP
スロープスロープ

１０６ １０５ １０４ １０３ １０２ １０１

１０７
１０８

１０９
１１０

１１１
１１２

１１３
１１４

１１５
１１６

１１７

電気室

配電盤室

ＰＳ

中庭

EV

交流スペース

風除室

EV

WC

階段１

外部階段

外部階段

階段２

スペース

多目的

シャワー室
ランドリー

Shower Room

メール室

談話室

交流ホール

男子ＷＣ

女子ＷＣ
Raundry

Lounge

Mail boxes

Conference  Hall

シャワー室Shower Room

エントランスホール

消火器設置場所

屋内消火栓設置場所

凡　例

避　難　経　路

evacuation rputes

１０月３１日　避難訓練用

for the fire drill on Oct.31st

消火器・消火栓設置場所

建物内避難経路図及び



２階

Ｎ

消火器設置場所

屋内消火栓設置場所

凡　例

２１１ ２１０ ２０９ ２０８ ２０７ ２０６ ２０５ ２０４ ２０３ ２０２ ２０１

家族室

家族室

家族室

２１４

２１３

２１２

渡り廊下

吹抜

EV

EV

シャワー室

階段１

外部階段

外部階段

階段２

スペース

多目的

吹抜
シャワー室
ランドリー

Shower Room
Raundry

国際交流会館２号館

消火器・消火栓設置場所

建物内避難経路図及び



３階

Ｎ

消火器設置場所

屋内消火栓設置場所

凡　例

３０１３０２３０３３０４３０５３０６３０７３０８３０９３１０３１１

家族室

家族室

家族室

３１３

３１４

３１２

吹抜

EV

EV

階段１

外部階段

外部階段

階段２

スペース

多目的

シャワー室
ランドリー

Shower Room
Raundry

国際交流会館２号館

消火器・消火栓設置場所

建物内避難経路図及び



４階

Ｎ

消火器設置場所

屋内消火栓設置場所

凡　例

４０１４０２４０３４０４４０５４０６４０７４０８４０９４１０４１１

夫婦室

夫婦室
夫婦室

夫婦室
４１２

４１３

４１４

４１５

吹抜

EV

EV

シャワー室

階段１

外部階段

外部階段

階段２

スペース

多目的

ランドリー

Shower Room
Raundry

国際交流会館２号館

消火器・消火栓設置場所

建物内避難経路図及び



５階

Ｎ

消火器設置場所

屋内消火栓設置場所

凡　例

夫婦室

夫婦室
夫婦室

夫婦室

吹抜

EV

EV

シャワー室

階段１

外部階段

外部階段

階段２

スペース

多目的

ランドリー

Shower Room
Raundry

５１５

５１４
５１３

５１２

５１１ ５１０ ５０９ ５０８ ５０７ ５０６ ５０５ ５０４ ５０３ ５０２ ５０１

国際交流会館２号館

消火器・消火栓設置場所

建物内避難経路図及び



６階

Ｎ

消火器設置場所

屋内消火栓設置場所

凡　例

夫婦室

夫婦室
夫婦室

夫婦室

吹抜

EV

EV

シャワー室

階段１

外部階段

外部階段

階段２

スペース

多目的

ランドリー

Shower Room
Raundry

６１５

６１４
６１３

６１２

６１１ ６１０ ６０９ ６０８ ６０７ ６０６ ６０５ ６０４ ６０３ ６０２ ６０１

国際交流会館２号館

消火器・消火栓設置場所

建物内避難経路図及び



誰でもトイレ
コーナー

ランドリー
ランドリー(女子)

(男子)

ベンダーコーナー
エントランスホール

Ｎ

寮室 寮室

寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室

EV

EV

ＥＶ
ホール

バルコニー

バルコニー

男子トイレ 女子トイレ
メールゴミ置場

管理員室
101 102

寮室
103

104 105 108 109 110 111 112 113
寮室
106

多目的室

風除室

凡 例

屋 内 消 火 栓 設 置 場 所

消 火 器 設 置 場 所

国際交流会館３号館 １階建物内避難経路図及び
消火器・消火栓設置場所



ゴミ置場

Ｎ

寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室

寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室寮室

バルコニー

バルコニー

庇

庇

EV

EV

ＥＶ
ホール

201 202 203 204 205 206 207 208 209 210 211 212 213 214

215 216 217 218 219 220 221 222 223 224 225 226 227 228 229 230 231

凡 　 例

屋 内 消 火 栓 設 置 場 所

消 火 器 設 置 場 所

国際交流会館３号館　２階建物内避難経路図及び
消火器・消火栓設置場所



ゴミ置場

Ｎ

寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室

寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室寮室

バルコニー

バルコニー

EV

EV

ＥＶ
ホール

301 302 303 304 305 306 307 308 309 310 311 312 313 314

315 316 317 318 319 320 321 322 323 324 325 326 327 328 329 330 331

凡 　 例

屋 内 消 火 栓 設 置 場 所

消 火 器 設 置 場 所

国際交流会館３号館　３階建物内避難経路図及び
消火器・消火栓設置場所



ゴミ置場

Ｎ

寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室

寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室寮室

バルコニー

バルコニー

EV

EV

ＥＶ
ホール

401 402 403 404 405 406 407 408 409 410 411 412 413 414

415 416 417 418 419 420 421 422 423 424 425 426 427 428 429 430 431

凡 例

屋 内 消 火 栓 設 置 場 所

消 火 器 設 置 場 所

国際交流会館３号館 ４階建物内避難経路図及び
消火器・消火栓設置場所



ゴミ置場

Ｎ

寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室

寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室寮室

バルコニー

バルコニー

EV

EV

ＥＶ
ホール

501 502 503 504 505 506 507 508 509 510 511 512 513 514

515
寮室
516 517 518 519 520 521 522 523 524 525 526 527 528 529 530 531

凡 例

屋 内 消 火 栓 設 置 場 所

消 火 器 設 置 場 所

国際交流会館３号館 ５階建物内避難経路図及び
消火器・消火栓設置場所



ゴミ置場

Ｎ

寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室

寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室寮室

バルコニー

バルコニー

EV

EV

ＥＶ
ホール

601 602 603 604 605 606 607 608 609 610 611 612 613 614

615 616 617 618 619 620 621 622 623 624 625 626 627 628 629 630 631

凡 　 例

屋 内 消 火 栓 設 置 場 所

消 火 器 設 置 場 所

国際交流会館３号館　６階建物内避難経路図及び
消火器・消火栓設置場所



ゴミ置場

Ｎ

寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室

寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室寮室

バルコニー

バルコニー

EV

EV

ＥＶ
ホール

701 702 703 704 705 706 707 708 709 710 711 712 713 714

715 716 717 718 719 720 721 722 723 724 725 726 727 728 729 730 731

凡 　 例

屋 内 消 火 栓 設 置 場 所

消 火 器 設 置 場 所

国際交流会館３号館　７階建物内避難経路図及び
消火器・消火栓設置場所



ゴミ置場

Ｎ

寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室

寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室 寮室寮室

バルコニー

バルコニー

EV

EV

ＥＶ
ホール

801 802 803 804 805 806 807 808 809 810 811 812 813 814

815 816 817 818 819
寮室
820 821 822 823

寮室
824 825 826 827 828 829 830 831

凡 例

屋 内 消 火 栓 設 置 場 所

消 火 器 設 置 場 所

国際交流会館３号館 ８階建物内避難経路図及び
消火器・消火栓設置場所



ドライエリア

空調機械室

階段

廊下

前室

階段

舞台

設備

盤室
UP

UP

UP

避難経路図 アゴラ・グローバル Ｂ１階

凡 例

屋 内 消 火 栓 設 置 場 所

消 火 器 設 置 場 所

Ｎ



ステージ

便所
女子

男子
便所

楽屋１

楽屋２

女子便所

男子便所便所
多目的

受付
（クローク）
倉庫

ホール１

ＥＶＥＬＶホール

（下部）

UP

UP

UP

UP

UP

UP

UP

UP

UP

プロメテウス・ホール

個室ブース

控室２

控室１

エントランス

エントランスホール２ 便所

多目的スペース

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ･ﾌﾟﾗｻﾞ

給湯
室

便所
男子女子

前
室

前
室

風除室
コーナー
カフェ

アゴラ・グローバル １階建物内避難経路図及び
消火器・消火栓設置場所

凡 例

屋 内 消 火 栓 設 置 場 所

消 火 器 設 置 場 所

Ｎ



照明
調整室

調整室
音響

ギャラリー 吹　抜

テラス

ＥＶ

ブースＡ
同時通訳

同時通訳
ブースＢ

男子便所 女子便所

ステージ上部

同時
通訳室

UP

UP

UP

給湯室

UP

UP

吹　抜

国際日本研究センター

東京外語会プラザ
アラムナイ文庫 出版会編集室

多言語・多文化
共生センター

国際化拠点室

プロメテウス
・ホール

（上部）
ロビー

ＥＶホール

ブリッジ

スロープスロープUP UP

UP

前室

前室
DOWN

アゴラ・グローバル ２階建物内避難経路図及び
消火器・消火栓設置場所

凡 例

屋 内 消 火 栓 設 置 場 所

消 火 器 設 置 場 所

Ｎ



給湯室

ＥＶ

男子便所 女子便所

ラウンジ

ステージ上部

キャットウォーク
UP

ブドウ棚

UP

メンテナンス
通路

Linguaﾃｽﾄｾﾝﾀｰ

Linguaﾜｰﾙﾄﾞﾗﾝｹﾞｰｼﾞｾﾝﾀｰ

オンライン教育支援室

プロジェクトスペース２

プロジェクトスペース１

プロジェクトスペース３

アゴラ・グローバル　３階建物内避難経路図及び
消火器・消火栓設置場所

凡　 例

屋 内 消 火 栓 設 置 場 所

消 火 器 設 置 場 所

Ｎ



国立大学法人東京外国語大学災害発生時における職員非常参集要領 

 （目的） 

第１ 本要領は、夜間・土日祝日等の勤務時間外において大地震等の災害が発生した場合の、

国立大学法人東京外国語大学（以下「本学」という。）職員の非常参集について、必要な

事項を定める。 

（緊急参集体制） 

第２ 本学の所在地である府中市において、震度６弱以上の地震が発生した場合には、総務

企画課長は、直ちに学長の指示を受け、別に定める緊急参集要員に対し、緊急参集要請を

行う。 

２ 要請を受けた緊急参集要員は、自らの安全を確保した後、速やかに大学に参集し、学内

の被害状況等の情報を収集し、総務企画課長に報告する。 

３ 緊急参集要員は、明らかに大学への被害が見込まれると判断できる場合は、電話の不通

等により緊急参集要請ができない場合等を考慮し、緊急参集要請があったものとして、自

らの安全を確保した後、自発的に参集するものとする。 

４ 総務企画課長は、緊急参集要員からの報告により被害状況等を取り纏め、学長に報告す

る。 

５ 学長は、危機対策本部の設置の可否を判断し、総務企画課長に指示する。 

 （危機対策本部への参集） 

第３ 学長が危機対策本部の設置を必要と判断した場合は、「災害対策マニュアル」に定め

る「危機発生時の連絡体制」に基づき、危機対策本部要員に対して参集要請を行う。 

２ 危機対策本部要員は、自らの安全を確保した後、設置された危機対策本部へ参集し、危

機対策本部の業務を行う。 

３ 危機対策本部要員は、明らかに危機対策本部の設置が見込まれると判断できる場合は、

電話の不通等により参集要請ができない場合等を考慮し、自らの安全を確保した後、自発

的に危機対策本部に参集するものとする。 

４ 学長は、危機対策本部設置後において、第２に掲げる緊急参集要員に対して、必要によ

り危機対策本部業務への協力要請、又は帰宅の指示を出すものとする。 

 （不在時の対応） 

第４ 災害発生時に学長が不在の時は、理事（総括担当）がその職務を代行するものとする。 

２ 災害発生時に総務企画課長が不在の時は、総務企画課課長補佐がその職務を代行する

ものとする。 

   附 則 

この要領は、令和６年４月１日から施行する。 

参考資料２



【緊急参集要員】（災害発生時） 

・本学（府中市朝日町 3-11-1）を中心点として、概ね直線距離５km（概ね徒歩１時間程

度）以内に居住する職員を災害発生時における緊急参集要員に指名するものとする。

（別添地図参照）

・緊急参集要員名簿を作成の上、常時保管しておくものとする。

・指名した緊急参集要員に対して、災害発生時を想定した訓練等を実施するものとする。

○緊急時参集要員名簿（別紙１のとおり）

○緊急参集要請は、以下のメーリングリストにより行う。

=== 

メール件名：【東京外国語大学】緊急参集要請（○月○日）

=

緊急参集要員 各位 

東京都府中市において、震度６弱の地震が発生しました。 

緊急参集要請しますので、自らの安全を確保した後、大学に参集願います。 

※本メールの受信確認のため、空メールを返信してください。

===

【危機対策本部要員】（災害発生時） 

役割 要員 

本部長 学長 

副本部長 理事・事務局長 

本部員 理事、副学長、部局長、総合情報コラボレーションセンター長、

保健管理センター所長、総務企画部長、学務部長 

総務・広報班 ○総務企画課長、総務企画課、広報・社会連携課、アラムナイ

室、監査室

施設管理班 ○施設企画課長、施設企画課

避難誘導班 ○教務課長、教務課、研究協力課、学術情報課、国際化拠点室、

留学生課、研究院事務課

応急救護班 ○人事労務課長、人事労務課、入試課、保健管理センター、（国

際化拠点室）

情報通信班 ○情報企画室長、情報企画室

安否確認班 ○学生課長、学生課、人事労務課、留学生課、 （国際化拠点室） 

機動対応班 ○会計課長、会計課



                                    

○危機対策本部要員名簿（別紙２のとおり） 

○危機対策本部への参集要請は、以下のメーリングリストにより行う。 

 

=== 

メール件名：【東京外国語大学】危機対策本部参集要請（○月○日） 

== 

危機対策本部要員 各位 

 

東京都府中市において震度６弱の地震が発生しました。 

危機対策本部が設置されましたので、自らの安全を確保した後、大学に参集願います。 

※本メールの受信確認のため、空メールを返信してください。 

=== 

 

注 1：上記名簿は、個人情報の保護の観点から厳重に管理するものとする。 

注 2：各対策班班長は、各班員への参集指示を行うものとする。 

 

※以下、別紙様式（例） 

 

（別紙１） 

【緊急参集要員名簿】 

職員名 所属・職名 居住地 E-mail  TEL 

     

     

     

     

     

 

------------- 

（別紙２） 

【危機対策本部要員名簿】 

職員名 所属・職名 居住地 E-mail TEL 
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